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世
界
の
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の

願
い
で
あ
り
、
今
日
、
特
に
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
去
る
2
月
24
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
隣
国
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た
。

　
今
回
の
行
動
は
、
他
国
の
領
土
を
武
力
に
よ
り
侵
略

し
、
一
方
的
に
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
国

家
の
主
権
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。
武
力
の
行
使
を

禁
じ
る
国
際
法
に
違
反
し
、
国
連
憲
章
に
反
す
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
際
社
会
の
秩
序
を
根
幹
か
ら
揺
る

が
し
か
ね
な
い
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。

　
い
か
な
る
問
題
で
あ
っ
て
も
、
武
力
を
用
い
た
解
決
は

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、戦
争
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。

　
丸
亀
市
議
会
は
、
今
回
の
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
厳
重
に
抗
議
し
、
武
力
行
使
に
強

く
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府

に
対
し
、
即
時
攻
撃
の
停
止
と
部
隊
の
撤
収
に
向
け
、
特

段
の
努
力
を
払
わ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
令
和
4
年
3
月
3
日

丸
亀
市
議
会

内
閣
総
理
大
臣
　
岸
田
文
雄
様

外
務
大
臣
　
林
　
芳
正
様

駐
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使

　
ミ
ハ
イ
ル
・
ユ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ガ
ル
ー
ジ
ン
　様

議 員 研 修

●日にち　２月14日（月）
●講　師　中塚啓二郎公務開発部長
　　　　　東京海上日動火災保険㈱
●内　容　SDGs（行動の時）

　民間団体や地方自治体、官民連携の取り組みなどを
知り、本市が今目指すべき目標と実現のための行動
を、我が事として、考えるきっかけになりました。

●日にち　２月28日㈪
　　　　　３月10日㈭
●内　容　南海トラフ地震発災時
　　　　　初動対処訓練

　今後30年以内に発生する確率が70～80％と言われ
る南海トラフ地震。その被害想定と対策に見識を深め、
発災時の初動対処など意識の醸成に努めました。

決
議
案
第
1
号
可
決
・
提
出

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
し
、

戦
争
に
反
対
す
る
決
議



　
「
毎
朝
見
守
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

小
学
校
の
卒
業
式
の
日
の

朝
、
最
後
の
登
校
と
な
る
六
年

生
の
女
子
児
童
が
言
っ
た
言
葉

で
す
。
こ
の
子
は
将
来
ど
ん
な

大
人
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
今
か

ら
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
子
た
ち
の
未
来
の
為
に
全
力

を
尽
く
そ
う
と
改
め
て
心
に
誓

っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
命
の
危
険

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
国
の

独
裁
者
に
よ
っ
て
、
尊
い
未
来

が
奪
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
政

治
の
怖
さ
を
垣
間
見
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
私
た
ち
は
自
由

で
公
正
な
選
挙
に
参
加
す
る
権

利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
権

利
を
無
駄
に
さ
せ
な
い
為
に

も
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
「
丸
亀
の
政
治
」
を
し
っ
か

り
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
　
廣
田
　
勝
也

　

4
月
7
日
付
け
で
志
政
会
と
真
誠

会
が
合
併
し
、
竹
田
英
司
議
員
、
三
宅

真
弓
議
員
、
多
田
光
廣
議
員
の
所
属

が
、志
政
会
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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編
集
後
記

　は賛成、×は反対、－は除斥または欠席した者です。

24　
大
前　

誠
治（
志
政
会
）

23　
山
本　

直
久（
志
政
会
）

22　
横
田　

隼
人（
志
政
会
）

21　
真
鍋　

順
穗（
志
政
会
）

20　
内
田　

俊
英（
公
明
党
）

19　
福
部　

正
人（
公
明
党
）

18　
多
田　

光
廣（
真
誠
会
）

17　
三
宅　

真
弓（
真
誠
会
）

16　
竹
田　

英
司（
真
誠
会
）

15　
大
西　
　

浩（
市
民
ク
ラ
ブ
）

14　
加
藤　

正
員（
市
民
ク
ラ
ブ
）

13　
横
川　

重
行（
市
民
ク
ラ
ブ
）

12　
川
田　

匡
文（
志
政
会
）

11　
香
川　
　

勝（
志
政
会
）

10　
武
田　

孝
三（
志
政
会
）

９　
廣
田　

勝
也（
志
政
会
）

８　
岡
田　
　

剛（
会
派
無
所
属
）

７　
水
本　

徹
雄（
会
派
無
所
属
）

６　
神
田　

泰
孝（
会
派
無
所
属
）

５　
東　
　

由
美（
志
政
会
）

４　
中
谷
真
裕
美（
会
派
無
所
属
）

３　
角
野　

仁
美（
市
民
ク
ラ
ブ
）

２　
守
家　

英
明（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１　
渡
邉　

一
馬（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案
第17号

議　員　名

令和4年度モーターボ
ート競走事業会計予算

議　案
第25号

可
決

令和4年度一般会計
予算

可
決

議案名・
審議結果

議
長
の
た
め
採
決
に
参
加
せ
ず

市職員の給与に関す
る条例の一部改正

議　案
第28号

可
決

敬老祝金支給条例
の一部改正

議　案
第36号

可
決

下水道条例の一部
改正

議　案
第40号

可
決

×

×

×

－

－

－

－

－

××

×

×

××

×××

×××

×

×

×

×

賛否が分かれた議案等の審議結果賛否が分かれた議案等の審議結果令和４年３月定例会令和４年３月定例会

討
論
討
論

《
反
対
》
　
　
　
　
　　　　
横
川
　
重
行

理
由　

・
廃
止
し
た
制
度
を
安
易
に
復
活
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
。

・
公
共
下
水
道
使
用
料
は
改
正
時
期
の

見
直
し
を
。

《
反
対
》
　
　
　
　
　　　　
中
谷
真
裕
美

理
由　

・
国
の
処
遇
改
善
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
職

員
の
負
担
増
を
無
視
し
た
一
時
金
の

減
額
に
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
　
　
　
　　　　
横
田
　
隼
人

理
由　

・
日
本
古
来
の
節
目
で
あ
る
傘
寿
に
長

寿
を
祝
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

公
共
下
水
道
使
用
料
の
改
正
は
や
む

を
得
な
い
。

※
予
算
案
に
関
す
る
討
論
は
ｐ2
に
掲
載
。

会
派
の
異
動

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。
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